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Ikawadani – cho,Nishi-ku, Kobe-city is also in the 
blessing called Ikawa of nature with the area where it 
was blessed with plenty of historical resources besides 
Taisanji temple in a mountain. Again, it is necessary to 
have two element of the city and farm village, and to be 
grappling to the MACHIDUKURI which revived each 
merit. It comes however, the problem of the increase, 
vacant ground, unoccupied house and illegal 
abandonment and others of crime to happen, so for 
recent days to be the epitome of Japanese today problem. 
Resident, group, company and others become a subject, 
the Ikawadani community meeting is set, in order to 
examine the activation of Ikawadani whole synthetically 
while also the change in future society situations is 
staring fixedly. 
It does to construct the process which the revival of area 
community is done by the town making which revived 
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桜祭りのチラシ（図４） 
桜祭り開催に伴い、フリーマーケットの出店者の募集
や桜祭り開催の告知を行う為、チラシのデザインを行い
伊川谷を中心としたエリアの新聞に折り込まれた。ここ
では、チラシのデザインまでをサポートした。 
 
 
伊川千本桜の会
の缶バッチ（図
５） 
伊川千本桜の
会のロゴマーク
を周知する目的
で、缶バッチを作
成した。この缶バッチは桜祭りに来場した方に配る予定。 
 
ブログの開設（図６） 
 伊川谷地域以外の方に伊川千本桜の会の活動周知を行
うためにブログを開設した。
 
３－３伊川を愛する会との連携 
 伊川谷には、既存の市民団体伊川を愛する会（以下、
愛する会）があり、伊川千本桜の会は愛する会の第 9 部
会に所属している。愛する会は、夏のリバーフェスタ開
催や伊川のクリーン作戦を実践している。 
伊川千本桜の会は愛する会との連携強化のためにリバ
ーフェスタでの出店やクリーン作戦への参加を行った。 
 
３－４桜祭りの計画 
 新旧交流を図るイベントとして伊川桜祭りを開催して
いる。桜祭りの実施は 2010 年４月４日(雨天順延：４月
１１日)を予定している。桜祭りの開催に向けて①プログ
ラム②配置計画③機材の手配等の役割分担④イベント・
フリーマーケットへの募集の方法の４点が主に検討され
た。 
桜祭りのプログラムとしては、伊川音頭保存会による
伊川音頭の披露、フリーマーケット、野菜市、花卉市、
豚汁の振る舞いを予定している。フリーマーケットへの
出店者の募集の際には、先述したチラシやブログ等を用
いてイベントの周知と共に参加者を募った。 
また、イベントを盛り上げるためのパフォーマンスを
行う出演者への声かけを行い、伊川谷中学校吹奏学部、
朝霧太鼓の２団体の参加が新たに決定した。 
配置計画については、昨年まで開催していた会場を変
更したため、今年度では新たに本部の場所やフリーマー
ケットのブースの配置などの配置計画の検討を行った。 
 
４）まとめ 
 本研究は、桜育成のプロセスから新旧住民の交流を図
り、地域コミュニティの再生を行う目的の一環としてブ
ログ、缶バッチ等を用いて活動周知と桜の維持管理の仕
組みづくりを行った。本年度に関しては一定の結果が出
たが、この活動を継続的に行うかの検討は出来ていない。
伊川千本桜の会の活動が地域に認知されてきている中で、
継続して活動出来る組織づくり、地域の人が参加しやす
い仕組みづくりの構築が必要になる。 
 
図３：ポケットティッシュ表裏 
図４：桜祭りチラシ 
図５：伊川千本桜の会ロゴ缶バッチ 
図６：ブログトップページ 
